
平
成
二
十
一
年
度
国
際

交
流
基
金
文
化
人
招
聘
事

業
に
よ
っ
て
、
日
本
を
訪

問
中
の
韓
国
・
劉

震
龍

（YOO,Jin
Ryong

ユ
ー
・

ジ
ン
リ
ョ
ン
）
氏
と
日
本

余
暇
学
会
会
員
が
一
月
一

八
日
、
都
内
で
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

劉
教
授
は
、
韓
国
・
余

暇
文
化
学
会
副
会
長
、
乙

支
（
ウ
ル
チ
）
大
学
校
余

暇
デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授

（
副
学
長
）
で
あ
り
、
長

年
に
わ
た
り
韓
国
・
文
化

観
光
部
で
文
化
観
光
政
策

を
担
当
し
た
。
文
化
観
光

政
策
が
専
門
の
劉
教
授
の

訪
日
目
的
は
「
①
文
化
・

芸
術
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
振
興
の
状
況
を

視
察
す
る
②
文
化
施
設

（
博
物
館
、
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
テ
ー
マ
パ
ー
ク
等
）

の
、
運
営
を
視
察
す
る
③

芸
術
文
化
振
興
基
金
の
助

成
金
に
よ
る
芸
術
活
動
の

振
興
に
つ
い
て
理
解
す

る
④
日
本
の
文
化
・
社

会
事
情
を
視
察
し
認
識

を
深
め
る
」
の
四
点
で

あ
る
。

午
前
十
時
、
桜
美
林

大
学
四
谷
校
舎
に
お
い

て
、
劉
教
授
と
日
本
余

暇
学
会
の
意
見
交
換
会

が
通
訳
の
李
氏
を
介
し

て
、
始
ま
っ
た
。
午
前

中
は
余
暇
学
会
か
ら
薗

田
会
長
、
辰
巳
、
宮
入
、

山
田
各
理
事
、
国
際

交
流
基
金
か
ら
は
横
堀

氏
が
参
加
し
た
。

ま
ず
、
薗
田
会
長
よ

り
日
本
に
お
け
る
余
暇

学
、
余
暇
教
育
、
余
暇

産
業
の
現
状
な
ど
の
報

告
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
劉
教
授
か
ら
韓
国

の
余
暇
産
業
、
余
暇
教
育

の
現
状
報
告
な
ど
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
中
で
乙
支
大

学
校
に
、
同
国
で
初
め
て

「
余
暇
デ
ザ
イ
ン
学
科
」

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
ス

ポ
ー
ツ
、
健
康
、
福
祉
、

教
育
な
ど
に
分
散
し
て
き

た
余
暇
教
育
・
研
究
を
、

体
系
的
に
行
う
と
い
う
計

画
が
三
年
前
か
ら
実
現
さ

れ
て
い
る
そ
う
だ
。
こ
の

学
部
で
は
体
育
・
観
光
・

芸
術
分
野
な
ど
の
実
践
的

余
暇
教
育
が
な
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。
日
本
の
余

暇
研
究
者
に
す
れ
ば
、
な

に
よ
り
も
「
余
暇
」
を
名

乗
る
大
学
の
学
科
が
誕
生

し
た
こ
と
は
、
羨
ま
し
い

話
で
あ
っ
た
。
ま
た
劉
教

授
が
副
会
長
を
務
め
る
韓

国
余
暇
文
化
学
会
は
１
０

年
ほ
ど
前
に
設
立
さ
れ
、

当
学
会
と
同
じ
「
余
暇
学

研
究
」
と
い
う
研
究
誌
を

年
三
回
程
度
発
行
し
て
い

る
そ
う
だ
。
日
韓
の
「
余

暇
学
研
究
」
誌
の
交
流
が

約
束
さ
れ
た
。

劉
教
授
に
よ
る
と
、

「
仕
事
好
き
」
な
韓
国
の

国
民
性
か
ら
、
「
余
暇
」

と
い
う
言
葉
は
、
国
民
に

と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
そ
う
だ
。
経
済

成
長
の
結
果
、
せ
っ
か
く

「
仕
事
を
し
な
い
時
間
」

が
増
え
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
韓
国
民
の
多
く

は
、
そ
の
余
暇
時
間
に
も

仕
事
を
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
人
が
多
い
ら
し
い
。

余
暇
デ
ザ
イ
ン
学
科
や
余

暇
文
化
学
会
は
、
余
暇
を

管
理
す
る
能
力
を
人
々
に

育
て
、
人
を
楽
し
ま
せ
、

創
造
で
き
る
能
力
を
育
て

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
。
劉
教

授
に
よ
る
と
韓
国
も
日
本

同
様
に
厳
し
い
経
済
状
況

が
続
い
て
い
る
が
、
サ
ー

ビ
ス
業
へ
の
労
働
人
口
の

急
速
な
移
転
に
伴
い
、
政

策
的
に
余
暇
産
業
へ
の
関

心
が
強
ま
っ
て
い
る
そ
う

だ
。
ま
た
韓
国
で
は
、
日

本
以
上
に
急
速
に
少
子
高

齢
化
が
す
す
み
、
個
人
と

社
会
の
繋
が
り
を
維
持
し
、

高
齢
者
の
健
康
増
進
、
医

療
費
抑
制
の
た
め
に
も
余

暇
産
業
が
注
目
さ
れ
て
い

る
そ
う
だ
。
だ
が
実
際
に

は
、
韓
国
の
余
暇
の
過
ご

し
方
は
飲
酒
や
電
子
ゲ
ー

ム
の
比
重
が
高
く
、
観
光

は
下
り
坂
の
よ
う
だ
。
そ

れ
ゆ
え
余
暇
デ
ザ
イ
ン
学

科
や
余
暇
文
化
学
会
の
こ

れ
か
ら
の
活
躍
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
劉
教
授
、
日
本
余

暇
学
会
の
双
方
か
ら
、
日

本
余
暇
学
会
と
韓
国
余
暇

文
化
学
会
と
の
協
力
体
制
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韓
国
・
余
暇
文
化
政
策
の
専
門
家

、

劉
震
龍
・
乙
支
大
学
校
教
授

日
本
余
暇
学
会
を
訪
問

劉
教
授
（
右
）
と
通
訳
の
李
氏

劉教授 略歴
韓国・文化観光部（当

時）で文化観光政策を担
当（1979～2006年）、後
に事務次官となり、2006

年からは、乙支大学校余
ウ ル チ

暇デザイン学科教授（副

学長）として、韓国の文
化観光政策の分で同国を
代表する専門家の一人と

して活躍している。主な
専門は、余暇産業に関す
る分析、文化フェスティ

バルの組織化、地域振興
のための観光など。

れ
。

29
日

三
遊
亭
円
楽
氏

死
去
。

【
十
一
月
】

５
日

日
航
、
一
〇
年

ま
で
に
十
六
路
線
廃
止

を
発
表
。
松
本
、
静
岡

な
ど
か
ら
撤
退
。

８
日

石
原
東
京
都
知

事
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
に
二
〇
年

「
夏
季
五
輪
」
招
致
を

表
明
。

10
日

森
繁
久
弥
氏
死

去10
日

一
一
年
四
月
、

北
海
道
に
野
球
独
立
リ
ー

グ
設
立
構
想
発
表
さ
れ

る
。

27
日

人
気
マ
ン
ガ
「O

N
E

P
I
E
C
E

」
五
六
巻
、

初
版
二
八
五
万
部
に
達

す
る
。

【
十
二
月
】

２
日

プ
ロ
野
球
マ
ス

タ
ー
リ
ー
グ
、
不
況
で

リ
ー
グ
戦
中
止
を
発
表
。

５
日

一
〇
年

サ
ッ

カ
ー
Ｗ
杯
、
組
み
あ
わ

せ
決
ま
る
。
日
本
は
Ｅ

組16
日

米
国
内
で
ソ
ニ
ー

が
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス

開
始
。

27
日

前
原
国
交
相
、

新
幹
線
羽
田
空
港
乗
り

入
れ
に
意
欲
。
羽
田
の

ハ
ブ
化
に
ら
む
。
J
R

東
海
は
困
惑
。

わ
が
国
を
代
表
す
る

社
会
心
理
学
者
の
お
一

人
と
し
て
、
幅
広
く
活

躍
さ
れ
た
石
川
弘
義
先

生
が
昨
年
末
、
肺
炎
の

た
め
亡
く
な
ら
れ
た
。

享
年
七
十
六
歳
で
あ
ら

れ
た
。
日
本
余
暇
学
会

に
と
っ
て
先
生
は
余
人

を
持
っ
て
代
え
難
い
余

暇
学
の
先
達
で
あ
り
、

二
〇
〇
〇
年
九
月
の
第

４
回
大
会
（
桜
美
林
大

学
）
で
は
「
心
の
時
代

の
余
暇
」
と
題
し
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
参
加
し
て
余
暇
研

究
の
蘊
蓄
を
傾
け
て
く

だ
さ
っ
た
。
そ
の
後
は

学
会
顧
問
と
し
て
余
暇

研
究
の
進
展
を
見
守
っ

て
い
て
く
だ
さ
っ
た
。

先
生
の
出
世
作
は

『
欲
望
の
戦
後
史
』

（
初
版
は
一
九
六
六
年
）

で
あ
る
。
解
放
さ
れ
た

「
欲
望
」
が
日
本
人
の

生
活
を
リ
ー
ド
す
る
原

動
力
と
な
っ
た
と
い
う

視
点
か
ら
先
生
は
戦
後

の
日
本
社
会
を
見
つ
め

て
こ
ら
れ
た
。
先
生
は

こ
の
本
を
何
度
も
改
訂

さ
れ
、
最
後
に
お
会
い

し
た
時
に
も
「
も
う
一

度
書
き
直
し
た
い
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ

と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

一
九
七
六
年
に
先
生
を

中
核
に
若
手
（
当
時
は

私
も
十
分
若
か
っ
た
）

の
「
娯
楽
好
き
」
が
集

ま
っ
て
「
日
本
人
と
娯

楽
研
究
会
」
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
サ
ー
ク
ル
を

始
め
た
。
成
城
大
の
石

川
研
究
室
に
毎
月
の
よ

う
に
集
ま
っ
て
、
余
暇

と
娯
楽
を
楽
し
く
論
じ

た
成
果
は
『
余
暇
の
戦

後
史
』(

一
九
七
九
年)

と
し
て
世
に
出
た
。
先

生
を
編
者
に
、
小
生
も

一
章
を
担
当
さ
せ
て
も

ら
っ
た
こ
の
本
の
発
刊

が
端
緒
に
な
っ
て
、
わ

が
余
暇
学
人
生
が
ス
タ
ー

ト
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
三
十
年
余
。

余
暇
学
研
究
は
ど
こ
ま

で
前
進
で
き
た
の
だ
ろ

う
か
。
い
ず
れ
そ
の
う

ち
、
あ
の
世
と
い
う
辺

り
で
石
川
先
生
に
再
会

す
る
時
、
私
は
ど
ん
な

成
果
を
先
生
に
お
示
し

で
き
る
だ
ろ
か
。
そ
れ

ま
で
は
石
川
先
生
、
永

劫
の
余
暇
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
（
薗
田
碩
哉
）

一
月
十
八
日
、
戦
後
を
代

表
す
る
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
、

ミ
ッ
キ
ー
安
川
氏
が
七
十
六

歳
で
、
肺
炎
の
た
め
死
去
し

た
。
横
浜
で
行
わ
れ
た
葬
儀

に
は
、
鳩
山
首
相
、
石
原
都

知
事
、
原
口
総
務
大
臣
を
始

め
、
大
物
政
治
家
、
経
済
人
、

タ
レ
ン
ト
が
参
列
し
、
生
前

の
交
友
関
係
の
広
さ
が
示
さ

れ
た
。
安
川
氏
の
言
動
は

「
毒
舌
」
「
過
激
」
と
評
さ

れ
、
次
第
に
テ
レ
ビ
、
雑
誌

か
ら
追
い
や
ら
れ
、
晩
年
は

横
浜
の
ラ
ジ
オ
日
本
で
の
番

組
に
限
ら
れ
て
い
た
。

安
川
氏
の
代
表
著
作
で
あ

る
「
ふ
う
ら
い
坊
留
学
記
」

は
約
五
十
万
部
と
い
わ
れ
る

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。
一
九
五
〇

年
代
の
ア
メ
リ
カ
南
部
に
単

独
渡
航
、
四
年
間
学
び
、
働

い
た
彼
の
経
験
を
描
い
た
作

品
だ
が
、
現
在
、
国
際
政
治

や
英
語
の
専
門
家
と
呼
ば
れ

る
人
々
の
中
に
、
こ
の
本
に

影
響
を
受
け
た
人
が
数
多
く

い
る
。
帰
国
後
は
、
貿
易
会

社
を
経
て
、
日
劇
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ホ
ー
ル
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
、
ジ
ャ
ズ

歌
手
、
作
家
、
俳
優
、
司
会

な
ど
を
こ
な
し
、

ワ
イ
ド

シ
ョ
ー
全
盛
期
に
は
元
祖

「
突
撃
リ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し

て
活
躍
し
た
。
芸
能
リ
ポ
ー

ト
だ
け
で
な
く
、
堪
能
な
英

語
や
人
脈
を
活
か
し
、
海
外

の
情
報
が
少
な
か
っ
た
時
代

に
ア
メ
リ
カ
か
ら
、
多
く
の

情
報
や
文
化
を
紹
介
し
た
。

レ
ジ
ャ
ー
、
セ
ッ
ク
ス
、
バ

イ
オ
レ
ン
ス
な
ど
、
高
度
経

済
成
長
期
の
大
衆
文
化
を
リ
ー

ド
し
た
一
人
だ
。
ブ
ー
ム
と

な
っ
た
ロ
ー
ラ
ー
ゲ
ー
ム
の

テ
レ
ビ
中
継
、
ゴ
ル
フ
番
組

の
解
説
、
人
脈
を
活
か
を
し

て
外
国
人
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を

招
聘
す
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、

関
東
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
「
博
多
と
ん
こ

つ
ラ
ー
メ
ン
」
に
よ
る
外
食

産
業
へ
の
進
出
、
ア
メ
リ
カ

の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
ブ
ー
ム
に

目
を
つ
け
て
輸
入
・
・
・
ま

さ
に
高
度
成
長
期
の
大
衆
文

化
発
展
に
貢
献
し
た
人
で
あ
っ

た
。
し
か
し
安
川
氏
自
身
は

は
戦
後
の
大
衆
文
化
に
多
大

な
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
に

気
づ
か
ぬ
ま
ま
旅
立
っ
て
し

ま
っ
た
。
ご
冥
福
を
祈
り
ま

す

（
山
田
）
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訃報：石川弘義・日本余暇学会顧問

（いしかわ・ひろよし＝成城大名誉教授、社

会心理学専攻）０９年１２月３０日、肺炎の

ため死去。７６歳。葬儀は近親者で行い、偲

ぶ会を２月１４日午前１１時、東京都新宿区

西新宿２の７の２のハイアットリージェンシー

東京で開く。

石
川
弘
義
先
生
を
悼
む

へ
ん
し
ゅ
う
の
あ
と



の
整
備
、
本
年
八
月
に

韓
国
・
春
川
で
行
わ
れ

る
「
世
界
レ
ジ
ャ
ー
学

会
」
で
の
討
論
会
な
ど

が
提
案
さ
れ
た
。

午
後
に
は
飯
坂
会
員

を
交
え
、
日
本
の
余
暇

関
連
資
格
、
余
暇
教
育

に
関
す
る
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
飯

坂
会
員
は
日
本
に
お
け

る
代
表
的
な
余
暇
関
連

資
格
で
あ
る
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
福
祉
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ワ
ー

カ
ー
、
余
暇
開
発
士
の

資
格
保
持
者
で
、
な
お

か
つ
余
暇
活
動
・
指
導

の
実
践
家
で
あ
る
。
飯

坂
会
員
か
ら
、

こ
れ
ら
の
資

格
の
関
連
性
、

取
得
方
法
、

育
成
方
法
、
取
得
後
の

活
用
法
な
ど
が
説
明
さ

れ
た
。
劉
教
授
に
よ
れ

ば
、
韓
国
の
余
暇
関
連

資
格
の
整
備
や
法
制
化

は
ま
だ
進
ん
で
お
ら
ず
、

今
後
「
余
暇
指
導
士
」

（
仮
称
）
の
育
成
に
関

す
る
法
整
備
や
教
育
体

制
の
充
実
を
目
指
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
理
由

か
ら
、
薗
田
会
長
や
飯

坂
会
員
か
ら
の
説
明
が

大
い
に
役
立
っ
た
よ
う

だ
。最

後
に
、
新
宿
に
あ

る
旅
行
会
社

「
ク
ラ
ブ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
本

社
に
移
動
し
、

浅
川
会
員
か

ら
、
日
本
の

観
光
産
業
の

現
状
な
ど
に

つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

ご
存
じ
の
方

も
多
い
だ
ろ

う
が
、
ク
ラ

ブ
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
、

一
般
的
な

観
光
旅
行

会
社
と
異

な
り
、
顧

客
参
加
に

よ
る
ツ
ア
ー

の
開
発
、

仲
間
作
り

や
社
会
参

加
を
応
援

す
る
ツ
ア
ー

開
発
な
ど

を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

ク
ラ
ブ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の

独
特
な
企

業
運
営
や

ツ
ア
ー
開
発
に
は
、
劉

教
授
も
大
い
に
興
味
を

持
っ
た
様
子
だ
っ
た
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ

ズ
ム
で
も
、
東
ア
ジ
ア

か
ら
の
旅
行
者
獲
得
を

目
指
し
て
お
り
、
韓
国

の
観
光
政
策
の
第
一
人

者
で
あ
る
劉
教
授
の
ア

ド
バ
イ
ス
は
大
い
に
役

立
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

劉
教
授
と
わ
れ
わ
れ

は
、
今
後
の
日
韓
・
余

暇
学
の
発
展
の
た
め
に
、

日
韓
両
国
余
暇
学
会
の

交
流
を
盛
ん
に
す
る
こ

と
を
誓
い
、
解
散
し
た
。

劉
教
授
は
日
本
各
地
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
（
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ
ス
や
直
島
）
、

美
術
館
や
博
物
館
、
さ
っ

ぽ
ろ
雪
祭
り
事
務
局
な

ど
を
訪
問
し
、
帰
国
す

る
予
定
で
あ
る
。（

山
田
）
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第11回世界レジャー学会・展示会と
第1回ワールドレジャーゲームズ

期日：2010年8月28日（土）～9月5日（日）

（学会：8月28日～9月2日）
会場：大韓民国春川市
( ChunCheon : ソウルから車で40分)

テーマ：レジャーとアイデンティティ
内容：基調講演、シンポジウム、
ワークショップ、口頭発表、ポスター発表、

学生セッションほか
参加者 ：約70カ国 約2,000名

発表申込：2010年1月31日まで
www.worldleisure2010.org
主催：世界レジャー協会

（余暇問題に関する国連アドバイザー、
「レジャー憲章」制定者）

世界レジャー会議（学会）参加ツアー

旅行期間：2010年8月28日（土）～9月2日(木）６日間

旅行代金：〈羽田・関西発着同額〉
参加者１０名以上の場合 136,000円（予価）
参加者２０名以上の場合 122,000円（予価）

*会議登録料は含まれず。
*空港使用料、空港税、航空保険料、
燃油サーチャージャーは含まれず。

後 援 ：日本余暇学会、
財団法人日本レクリエーション協会、日本レジャー・
レクリエーション学会

旅行企画・実施：日本通運株式会社 首都圏旅行支店
問い合わせ：日本通運（株）首都圏旅行支店第2課

担当 岡部・横山
〒105-8322 東京都港区東新橋1-9-3日通本社ビル18階
Tel 03-6251-6352, Fax 03-6251-6362

会議参加先行登録締切日 ２０１０年６月３０日
研究発表申込締め切り日 ２０１０年１月３１日

劉
教
授
と
薗
田
会
長

【
一
月
】

８
日

キ
ネ
マ
旬
報
〇

八
年
公
開
作
品
ベ
ス
ト

テ
ン
で
「
お
く
り
び
と
」

を
一
位
に
発
表
。

16
日

国
交
省
・
週
末

中
心
に
高
速
道
路
大
幅

値
下
げ
発
表
。
日
本
縦

断
二
千
五
百
円
も
。

27
日

〇
八
年
十
二
月

訪
日
外
国
人
、
前
年
同

月
比
二
十
四
％
減
。
急

速
な
円
高
が
影
響
し
、

五
十
一
万
三
千
七
百
人
。

28
日

全
日
空
、
日
航
、

年
度
内
に
二
十
八
路
線

廃
止
を
発
表
。

29
日

郵
政
リ
ス
ト
ラ

後
退
。
「
か
ん
ぽ
の
宿
」

売
却
凍
結
。

【
二
月
】

３
日

〇
八
年
間
労
働

時
間
千
八
百
時
間
割
れ

（
一
七
九
二
時
間
）
厚

労
省
「
勤
労
統
計
調
査
」
。

12
日

東
京
都
I
Ｏ
Ｃ

に
五
輪
立
候
補
フ
ァ
イ

ル
を
提
出
「
環
境
」
を

ア
ピ
ー
ル
。

22
日

米
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
、
外
国
映
画
賞
「
お

く
り
び
と
」
短
編
ア
ニ

メ
賞
「
つ
み
き
の
い
え
」

受
賞
。

【
三
月
】

４
日

衆
院
で
「
定
額

給
付
金
」
再
可
決
。

16
日

フ
ラ
ン
ス
「
観

光
ミ
シ
ュ
ラ
ン
日
本
編
」

発
売
、
三
星
は
明
治
神

宮
、
高
尾
山
、
富
士
山

な
ど
。

18
日

厚
労
省
発
表
、

二
十
一
世
紀
出
生
児
童

縦
断
調
査
「
休
日
に
父

親
と
過
ご
す
時
間
が
長

い
ほ
ど
、
我
慢
強
い
子

ど
も
が
多
い
」
。

20
日

東
京
湾
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
、
土
日
通
行
料

金
千
円
実
施
。

23
日

ワ
ー
ル
ド
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

日
本
が
連
覇
。

28
日

高
速
道
路
地
方

路
線
で
休
日
通
行
量
を

千
円
に
値
下
げ
。

31
日

東
京
駅
発
「
ブ

ル
ト
レ
」
、
「
は
や
ぶ

さ
」
や
「
富
士
」
廃
止
。

【
四
月
】

５
日

日
本
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
人
口
が
九

千
万
人
を
突
破
、
国
民

四
人
に
三
人
（
総
務
省
）
。

九
日

ヤ
フ
ー
、
G
y

a
o
を
子
会
社
化
。

24
日

三
月
の
訪
日
外

国
人
、
前
年
同
月
比
二

二
％
減
少
。
（
五
六
万

八
九
〇
〇
人
）
。

【
五
月
】

16
日

廿
日
市
市
・
厳

島
神
社
、
フ
ラ
ン
ス
・

モ
ン
サ
ン
ミ
ッ
シ
ェ
ル

が
観
光
友
好
都
市
協
定

調
印
。

29
日

政
府
・
「
男
女

共
同
参
画
白
書
」
、

「
夫
は
外
、
妻
は
内
」

二
十
代
女
性
に
多
い
。

【
六
月
】

２
日

「
観
光
白
書
」

〇
八
年
、
国
民
一
年
あ

た
り
国
内
観
光
宿
泊
数

は
年
二
・
四
四
回
、
宿

泊
数
は
一
・
五
五
回
。

４
日

静
岡
空
港
開
港
。

13
日

「
プ
ロ
レ
ス
リ

ン
グ
・
ノ
ア
」
三
沢
光

晴
選
手
試
合
中
に
死
亡
。

21
日

パ
ソ
コ
ン
利
用

時
間
が
テ
レ
ビ
視
聴
時

間
を
上
回
る
。
博
報
堂

Ｄ
Y
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
調
べ
。

25
日

米

マ
イ
ケ
ル
・

ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
死
去
。

28
日

日
韓
露
の
三
カ

国
を
結
ぶ
定
期
貨
客
船

就
航
。
日
本
で
は
新
潟

に
寄
港
す
る
。

【
七
月
】

11
日

夏
休
み
調
査
、

「
８
月
は
ど
こ
へ
も
行

か
な
い
」
が
三
三
％

（
楽
天
リ
サ
ー
チ
）

15
日

芥
川
賞
・
磯
崎

憲
一
郎
「
終
の
住
処
」
、

直
木
賞
・
北
村
薫
「
鷺

と
雪
」
。

20
日

二
十
代
の
海
外

旅
行
は
十
年
で
三
七
％

減
少
。
九
八
年
四
一
四

万
人
、
〇
八
年
二
六
二

万
人
（
Ｊ
T
B
）

【
八
月
】

13
日

Ｉ
Ｏ
Ｃ
、
一
六

年
五
輪
、
ゴ
ル
フ
、
ラ

グ
ビ
ー
（
七
人
制
）
を

を
追
加
、
野
球
と
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
は
落
選
。

17
日

高
速
道
路
各
社
、

「
お
盆
割
引
」
の
利
用

状
況
発
表
、
交
通
量
前

年
比
一
四
％
増
。

19
日

男
性
の
育
休
取

得
伸
び
ず
〇
七
年
一
・

二
三
％
、
女
性
は
過
去

最
高
の
九
〇
・
六
％
。

19
日

J
R
各
社
、
お

盆
時
期
の
利
用
者
前
年

同
期
比
八
％
減
少
と
発

表
。

24
日

日
本
女
子
プ
ロ

野
球
機
構
、
二
球
団
に

よ
る
女
子
野
球
リ
ー
グ

二
〇
一
〇
年
開
催
を
発

表
。

【
九
月
】

11
日

地
上
波
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
計
一
九
五
社
の

純
利
益
を
発
表
、
発

の
赤
字
二
一
二
億
円

超
。

25
日

秋
の
シ
ル
バ
ー

ウ
ィ
ー
ク
、
鉄
道
好

調
、
高
速
道
路
通
行

量
減
少
。

【
十
月
】

１
日

「
鞆
の
浦
」

埋
め
立
て
認
め
ず

（
広
島
地
裁
）
「
崖

の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
の
舞

台
。

２
日

二
〇
一
六
年
夏

季
五
輪
、
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
に
決
定
。

８
日

ウ
ィ
ニ
ー
開
発

者
逆
転
無
罪
（
大
阪
高

裁
）
大
阪
高
検
は
上
告
。

17
日

音
楽
家
・
加
藤

和
彦
氏
自
殺

27
日

九
月
の
訪
日
外

国
人
前
年
同
月
比
一
六
・

四
％
減
少
の
五
三
万
人
。

十
四
ヶ
月
連
続
前
年
割
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新
入
会
員

宮
田
安
彦

（
大
妻
女
子
大
学
）

会費納入のお願い
平成21年度会費の納入をよろしくお願いし

ます。

口座番号:00140-9-729065
加入者名:日本余暇学会

会費:一般会員10,000円
学生会員5,000円

＊新しい学会パンフレットができました。

余暇に関心のある方に、入会をお勧めください。

二
〇
〇
九
年

余
暇
ニ
ュ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト


